
一一＝ －－－

センターＮＥＷＳ
第16号2011年１月１日発行

Ｉ
あけきし琶説働きこうござい琴詠。 ．＜

ヘミ

虎○門病院が国○治驍拠点病院に指定されて３年が過ぎ軽昨輝｡

声中間見直しで今後も治騨拠点病院○継続が誤審剛議しだ。

引き続き院内護愉部署の皆様に崎ご協力を鋼願いいだし誹鐵。
Ⅲ

今回は､2009年７月発行の第ｉ0号でご紹介しiE.Ｃ型憶性肝凝の治騒｢ペヴイン儀一フェロン

十Ｗパビlノン＋認ロテアー燈阻害剤(MP-4Z4)｣の第111相試醗に参カルてい庭だいた被騒者さＭ）

[1ｺIから３名の方に｢治騨に参加して｣の感想を寄せていただききしiE。

1今回の治験で初めてインターフェロン治療しウイルスが消失した患者さん】

Ｃ型肝炎と共存し２５年、検査結果に一喜一憂し先の見えないトンネルからＭＰ－４２４の治験

により私の人生の道は開かれました。

治験は始まりから終了までほぼスケジュール通り進行しますので自己管理はとても楽です。

また､治験コーディネーターさんは主治医との仲立ちとなり診察にも同席し心身共に頼りに

させていただきました。主治医、コーディネーターさんの存在があったからこそスムーズに終

わることができました｡治験日誌について､主に薬剤を飲み忘れないよう管理するものですが、

この治療に不可欠な副作用に関しての項目が必須だと思います｡検査数値では表れない副作用

が主治医にどこまで伝えられたか疑問です。それは今回の治療、副作用さえ軽減し克服できれ

ばより多くの方が最後まで続行できるのでは、と感じたからです。

最後に治験とは、新薬を先行治療できるチャンスです。－歩踏み出すことにより可能性は何

倍にも広がります。そして、ＭＰ－４２４の新薬が－日も早く認可されることを切に願います。

《過去に２回インターフェロン治療の経験あり、今回の洽験でウイルスが消失した

患者さんリ



【過去に２回インターフェロン＋リバビリン治療の経験あり、今回の治験でもウイルスが

消えなかった患者さん】

‘０８年秋に主治医からＣ型肝炎について「新薬の治験を受けてみませんか？」との勧めもあ

り、私にとって病気を完治させたい思いの反面、５６歳の体力、新薬による副作用が心配でした

が．主治医と副作用の内容やデータを十分に相談し、思い切ってはじめて治験にチャレンジして

みることにしました。

‘０９年３月から８月までの２５週間に亘る新薬投与の治験です。私にとって－番の心配事は扇|］

作用の問題であり、最後まで続けられるかが心配でした。しかしながら、当初の発熱と軽い偏頭

痛程度で済み、投与期間は概ね||頂調に進めることができたと思います。

治療経過は、開始後１５週目で初めて「ウイルスを検出せず」の結果が得られ、その後投与期

間を終了するまで継続し、心の中では「このまま続いてほしい｣、「ひょっとして完治するかもし

れないな」という淡い期待や思いもありました。しかし、投薬が終了と同時に再び「ウイルスが

再燃」し、治療はまた振り出しに戻り、とても'悔しく残念な結果となりました。

その後24週間にわたる治験のフオローアツプも終え、私のデータが少しでも今後の新薬の開

発やお役に立てればと願っております。

またこの度の治験にあたり、病院関係者の方々のご配慮に感謝しております。ありがとうござ

いました。

私は今回の結果にめげず、主治医とウルソ投薬を受けながら、次の新薬の開発や新しい治療法

を期待して待っているところです。

ご○治騒藥MP-4Z4Iさ､間もぢく厚生特働省に承認申請が提出されき鐵｡治療期間が

短く効果の高い治療薬が曠早ければ今年中に宗ビュー謝るかもしれ琴せん。

治騨が順調に進んだの１歳今回ご緒介しだように､参如きれiE補驍者の皆様の思いや協

殉が背景にあつ】Eか局ご篭旛迄思い審載。

健康を願う患者さんたちと隈治騨に関係する全ての皆様石作る

｢チーム治騨｣が.当院画よい成果を上げられるよう、

今總もご協力を菰願いいだし琴載。．

次回は、２０１１年４月発行予定です。

問い合わせ：本院治験事務局３４３０CRC室３４２０分院
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分院治験事務局 CRC室５３１７


